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とちぎ史料ネット とは とちぎ史料ネット のこれまで

とちぎ史料ネット のこれから  ～ 歴史とともにある心豊かな地域社会を ～

　とちぎ史料ネットは2019年10月の東日本
台風（台風19号）で、佐野市の個人宅に
所蔵された歴史資料が被災したことを契機
に、その保全活動に取り組む中で設立され
ました。主な活動として、被災史料の保全
作業を行うとともに、こうした歴史資料の
救出・保全作業の経験を共有し、被災を
未然に防ぐことを目指す活動にも取り組ん
でいます。

2019年～
佐野水損史料保全作業
　安蘇史談会の協力を得て整理作業
　を実施

2021年
設立総会・記念シンポジウム

2022年
平時の史料所在把握や水損史
料の取り扱いについての研修
会実施

2023年
歴博拠点研究会「栃木県域の
歴史文化資料情報と多分野連
携の可能性」開催

とちぎ史料ネット のチラシ作成中‼
   平時から配布できるものを目指しています。ご意見ください！

１. 定期的な研修会や学習会・意見
      交換会を開催する

２. 佐野水損史料の保全作業を収束
　  し、今後の対応を検討する

３. 県内市町村・県と市町村の社会
　  福祉協議会・災害ボランティア
　  団体との連携を模索する

４. 歴史資料の保全（廃棄防止等）
　 を呼びかけるチラシを作成する

５. 史料所在情報の把握を進める

佐野市の個人宅で長年収集され
た戦争関連資料が水損し、歴史
資料ネットワークがレスキュー
のため来県。このレスキューを
きっかけにとちぎ史料ネットが
誕生しました。


